
市民生活

9月30日㈬納期限9月30日㈬納期限
納期内納付にご協力ください
l納税課☎︎042・470・7729

国民健康保険税 第3期

後期高齢者医療保険料 第3期

介護保険料 第3期

こども情報
なび

１８歳（高校生）までを対象とした子育て情報、
講座・スポーツなどに関する情報です。

放課後子供教室

　放課後子供教室は、放課後に学校
の施設を活用して、安全・安心な活
動場所を確保し、地域と学校が連携
・協力してこどもたちに生涯学習活
動を提供する事業です。参加には登
録（無料）が必要です。
a ２ ・ ３ 学期、月 ３ 回程度（長期休
暇中を除く）b授業が終わり次第、
体育館または指定された教室に直接
集合c運動遊びプログラムや地域住
民・企業との交流活動などe小学 １
年生～ ６年生j▼この事業は学校が
実施するものではありません▼市立
学童保育所に在籍の児童が参加する
場合は、必ず保護者から市立学童保
育所に連絡してください。学童保育
所に通所している児童の参加は午後
４時までです▼個別の下校指導は行
いませんので、帰りが心配な場合は
お迎えに来ていただくことをお勧め
します▼一人ひとりへの個別対応は
行っていません。参加に不安がある
場合は、あらかじめ実施している様
子を見学して内容がお子さんにあっ
ているか確認してからご参加くださ
い▼実施日・活動時間など詳しくは
市nをご確認の上ご参加ください
登録方法市nからスケジュールを確
認し、参加する月の前月の２０日まで
に登録してください。
会場の定員などにより
抽選となることがあり
ます。ネット環境をお
持ちでない方は電話で

も申し込み可l▼登録・実施につい
て＝スポーツクラブルネサンス東久
留米２４☎０７０・３０６７・７５２９（平日午前
１１時～午後 ６ 時）▼事業全般につい
て＝生涯学習課生涯学習係☎０４２・
４７０・７７８４

お子さんの麻しん・風しん�
予防接種

　麻しん（はしか）・風しんは、人か
ら人へ感染しやすく、重症化する場
合もあり、予防接種を ２回すること
で予防効果が高まります。 ８年度の
対象者および個別通知の発送時期は
次のとおりです。
e▼第 １期＝ １ 歳児▼第 ２期＝小学
校入学前の １年間（年長児相当）j第
１期分は １歳の誕生月に発送します。
第 ２期分は ４月上旬に発送済みです。
対象者で通知が届かない場合は健康
課予防係までl同係☎０４２・４７７・
００３０

子ども相談

a ９ 月３０日㈬午前 ９時半～午後 ３時
bわくわく健康プラザ相談室 ２cお
子さんの成長や発達、ことば、話し
方、育児疲れなどの相談を心理相談
員がお受けしますe幼児と保護者
kl電話で健康課保健サービス係☎
０４２・４７７・００２２へ

ファミリー・サポート・センター
会員募集

　ファミリー・サポート・センター
は、お子さんを預けたい人、協力し
たい人からなる有償の相互援助活動
です。利用したい人、協力したい人
ともに、まずは事業説明会にご参加
ください。
a１０月１９日㈪午前１０時～１１時bわく
わく健康プラザ ２階社協会議室f１０
人（事前予約制）事前送付資料、入会
希望者（保護者）の顔写真、本人確認
書類（運転免許証など）j登録後、会
員同士の顔合わせ、講習会の受講（ ９
年 ６月開催予定。サポ
ート会員のみ）が必要
kl１０月 ９ 日㈮までに
電話で同センター☎
０４２・４７５・３２９４へ 同センターn

高齢者・福祉

清瀬・東久留米ホスピス緩和ケ
ア週間　パネル展示・講演会

　重い病を抱える方やその家族の心
身のさまざまなつらさを和らげる取
り組み（緩和ケア）についてのパネル
展示、資料配布および講演会を行い
ます。詳細は清瀬・東久留米ホスピ
ス緩和ケア週間nをご覧ください。
■パネル展示
a１０月 ２ 日㈮午後 ２時頃～１５日㈭午
後 ２ 時頃b市役所 １ 階屋内ひろば
（エレベーター裏）c近隣緩和ケア病
棟や自宅で受けられる緩和ケア、患
者カフェ、ACP（人生会議）につい
ての資料など
■講演会
a１０月 ３ 日㈯午前１０時～正午b信愛
ふれあいホール（信愛病院内）c講演
「人生をゆたかに生きていくために
～ホスピスという選択
肢について～」および
コンサート
l市在宅療養相談窓口
☎０４２・４２０・５５２１

視覚障害者向け�
スマートフォン教室

　スマートフォンを持っていない、
もしくは操作に不慣れな視覚障害の
ある方向けの ２日間の体験型教室で
す。「基礎コース」「実践コース」の ２
種類から自分に合ったコースを選べ
ます（両コース参加も可）。
a時間はいずれも午前 ９時半～午後
０時半▼基礎コース＝１０月１６日㈮・
３０日㈮▼実践コース＝１１月 ６ 日㈮・
１３日㈮bさいわい福祉センターcス
マートフォンの操作方法、視覚障害
者向けアプリ使用の体験などe市内
在住で原則全回参加でき、スマート
フォンをお持ちでないまたは使い慣
れていない視覚障害のある方および
介助者（障害者手帳の有無不問）f各
コース ４ 人（応募者多数の場合は抽
選。結果は応募者全員に通知）d都
の委託による専門講師hご自身のス
マートフォン（お持ちの方のみ、ス
マートフォン貸し出しあり）j都主
催k１０月 ５ 日㈪午後 ５時までに、電
話またはoで都アクセシビリティ向
上支援事業事務局へl同事務局☎０３
・６８６８・８９９０（平日午前 ９ 時～午後
５時）、o０３・４４９６・４３８２

認知症介護者家族会

　認知症のある方を介護するご家族
の方、一人で介護の悩みをかかえて
いませんか。日々のことや心配ごと
など、気軽に話し、ほっとできる場
所として開催しています。１０月は東
部・北部地域包括支援センター主催
です（１１月は中部・西部地域包括支
援センターで開催）。事前に申し込
みの上ぜひご参加ください。
　※１０月 １ 日㈭から地域包括支援セ
ンターは ４圏域に移行し、新たに北
部地域包括支援センターが開設しま
す。

■東部地域にお住まいの方
対象地域上の原・神宝町・金山町・
氷川台・大門町・東本町・新川町・
浅間町a１０月２０日㈫午後 １時１５分～
２時半b東部地域センター会議室 ２
kl東部地域包括支援センター☎
０４２・４７３・９９９６
■北部地域にお住まいの方
対象地域本町、小山、幸町、下里 １
・ ７丁目、野火止、八幡町
a１０月２９日㈭午後 １時１５分～ ２時半
bさいわい福祉センター会議室kl
北部地域包括支援センター☎０４２・
４７９・０８０３

ごみ・住環境

９ 月２１日 ・２２日 ・� �
２３日 のごみ収集

　 ９月２１日～２３日は祝日または休日
ですが、平日と同様に収集します。
　ごみと資源物は、決められた収集
日の当日、午前 ８時半までに出して
ください。小型廃家電類を除く全品
目が戸別収集です。
　ごみ収集日や分別などのごみ出し
ルールは市nでご確認ください。
lごみ対策課☎０４２・
４７３・２１１７（粗大ごみの
申し込みは☎０４２・４７３
・２１１８またはインター
ネットで）

防犯灯の維持管理費に�
補助金を交付します

　市では、補助対象となる防犯灯や
装飾灯を管理している自治会、管理
組合および商店会に対し、 ８年度上
半期（ ４月 １日～ ９月３０日）にかかっ
た費用（電気料金・LED灯の器具取
替修繕経費）の補助金を交付します。
　なお、過去に補助金の申請をして
いる自治会、管理組合および商店会
については、 ９月中に案内の通知文
を送付する予定です。
k１０月１６日㈮までに、必要書類を持
参の上、管理課道路・
河川施設担当（市役所
５ 階）窓口で申請、ま
たは申請フォームで�
l同担当☎０４２・４７０・
７７６７

� （ ４面に続く）

同週間n

市n

申請フォーム

市n

　児童館は、こども達がのびのびと遊べ、乳幼児
の保護者の交流や子育てに関する情報交換の場で
す。
　乳幼児・小・中・高校生世代を対象に、市内 ４
つの児童館でさまざまな活動が行われています。
■休館日：月の最後の平日、年末年始
　施設点検日（年 2回〈けやき児童館〉）

じどうかんに行こう！

子どもセンターあおぞら中央児童館 子どもセンターひばりけやき児童館

詳しくは
コチラ

　１０月 １ 日㈭から、夕焼けチ
ャイムの放送時間が午後 ５時
２０分から ４時２０分に変わりま
す。
l防災防犯課☎０４２・４７０・
７７６９

夕焼けチャイムの
時間が変わります

令和8年9月1日現在の人口と世帯
※「（　）」内の数値は対前月増減

人口116,757人（－16） 世帯数57,985（＋11）
男56,516人（－10） 女60,241人（－6） 3ごみ・住環境高齢者・福祉市民生活 こども情報なび



（ ３面から続く）

秋の全国交通安全運動

　秋の全国交通安全運動が ９月２１日
～３０日㈬の１０日間、「世界一の交

通安全都市ＴＯＫＹＯを目指して」
をスローガンに実施されます。期間
中は、市内でも市交通安全協会を中
心に交差点での安全指導を行います。

■今年の運動の重点事項
①歩行者の安全確保と反射材用品の
着用促進②夕暮れ時の早めのライト
点灯と飲酒運転や「ながらスマホ」の
根絶③自転車・特定小型原動機付自
転車の交通ルールの理解・遵守の徹
底④二輪車の交通事故防止
■ ９ 月３０日は「交通事故死ゼロを目
指す日」です
　交通事故を未然に防ぐためには、
交通ルールを守り、交通マナーを実
践することが不可欠です。今後も一
人ひとりが交通安全に対する意識を
持って、交通事故死ゼロを目指して
いきましょう。
l管理課管理調整担当☎０４２・４７０・
７７６４
■運転者講習会
　秋の全国交通安全運動期間中に、
運転者講習会を開催します。ぜひご

参加ください。
a ９ 月２４日㈭午後 ６時半～ ８時b市
民プラザホール(市役所 1階)c田無
警察署員による講話、ＤＶＤ放映h
運転者講習カード（お持ちの方のみ）
j参加者には交通安全グッズをプレ
ゼントl田無警察署☎０４２・４６７・
０１１０または市管理課管理調整担当☎
０４２・４７０・７７６４

空き家相談会

　空き家の維持管理や、売却等の処
分、相続登記など、さまざまなお悩
みについて、市と協定を結んでいる
各分野の専門家がお話を伺います。
　空き家については、近隣の方々か
ら市へ多くの相談が寄せられます。
空き家を放置すると、樹木や雑草の
繁茂、家屋の破損などが発生し、敷
地内のみならず、周辺にも悪影響を

及ぼします。お持ちの空き家でお困
りの方は、この機会にぜひ相談会へ
お越しいただき、お気軽にご相談く
ださい。
a１０月 ３ 日㈯午後 １時半から受け付
けb市民プラザ（市役所 １階）e空き
家をお持ちの方または空き家を相続
予定の方f先着２5組（事前予約制。
当日も枠に空きがあれば受け付け
可）k ９ 月１６日㈬～１０
月 ２ 日㈮に、市nの申
請フォームまたは電話
で環境政策課生活環境
係へl同係☎０４２・４７０
・７７５３

　動物愛護週間は、国民の間に動物の愛護と適正な飼養についての理解と関心を深めていただくため、「動物の
愛護及び管理に関する法律」に基づき設けられました。この機会に飼育マナーとルールの確認をしましょう。
l環境政策課☎０４２・４７０・７７５３

　避難するときはペットとともに同行を。市では、
ペットの防災についてのパンフレットを作成して
います。環境政策課（市役所 ５階）または市nでご
覧ください。

災害の備え
災害が起きたら…

災害でペットを守ることができるのは飼い主だけです。
自分が無事でないと、ペットは守れません。

また、ペットを守るためには、日頃からの備えも大切です。

自然災害以外のもしもの時のためにも、準備しておくと安心です

東久留米市

災害発生時に慌てないために知っておきたい７つのこと

１．避難する場所を確認しよう

２．避難所について・・・市の避難所は同行避難

３．避難の判断と心構え

４．ペットの防災用品

５．日頃から備えること（ペットを守るために）

６．ペットの情報の管理（通常時でも役に立ちます！）

災害発生時に慌てないために知っておきたい６つのこと

パンフレットの表紙

■イベントの日時・場所・内容
①ポスターデザイン絵画コンクールなどの表彰式
９ 月１９日㈯午後 １ 時～ ４ 時、東京国立博物館・平
成館 １階大講堂
②ステージイベント、スタンプラリーなど
１１月１４日㈯午前１０時～午後 ４ 時、上野恩賜公園（不
忍池周辺）
※詳細は、同フェスティバルnをご覧ください。
l動物愛護週間中央行事実行委員会事務局（〈公財〉日本動物愛護協会）
☎０３・３４７８・１８８６

どうぶつ愛護フェスティバル

９月２０日～２６日は動物愛護週間９月２０日～２６日は動物愛護週間
飼育マナーとルールの確認を飼育マナーとルールの確認を

市n

　必ずリードをつけ、おしっこは水で流し、ふんは持ち帰り
ましょう。また、犬の鳴き声を不快に感じてしまう方もいま
す。原因を取り除く工夫をし、迷惑にならないようにしまし
ょう。

■犬の散歩時のルール

　事故や感染症といった屋外の危険から、猫を守ることにも
繋がります。十分な餌と上下運動ができる場所を用意してあ
げましょう。

■猫の屋内飼いのすすめ

　飼い主がきちんと管理できる数を超えないよう、不妊去勢
手術などの繁殖制限措置を行いましょう。

■不妊・去勢手術

飼い犬の狂犬病予防注射はお済みですか飼い犬の狂犬病予防注射はお済みですか
　生後91日以上の犬は、30日以内に登録し、 1年に 1回、狂犬病予
防注射を接種することが狂犬病予防法でその飼い主に義務付けられ
ています。また、狂犬病予防注射の接種後は、注射済票(金属の骨
型プレート）の交付を受ける必要があります。まだ今年度の注射済
票の交付を受けていない方は、動物病院で狂犬病予防注射を受け、
交付手続きをしてください。手続き方法の詳細は市nをご覧くださ
い。
　また、犬が死亡したときや、所有者住所等の登録内容に変更があ
る場合は、健康課予防係へご連絡ください。
※�獣医師会に加入している動物病院（右表参照）で接種した場合は、
注射済票の交付をその場で受けられるため、手続きは不要です。
g▼注射済票交付＝５５０円▼注射済票再交付＝３４０円
　※予防注射料金は各病院へ問い合わせてください。
l健康課予防係☎０４２・４７７・００３０

市n

表 注射と注射済票交付が同時にできる動物病院
病院名 所在地 電話番号

かざま動物病院 中央町２−６−５０ ０４２・４５３・８１１１

田中動物病院 東本町４−９ ０４２・４７４・０５３３

トオヤ動物病院 中央町１−１−４９ ０４２・４７３・７０７８

くるめ動物病院 八幡町３−３−１２ ０４２・４７７・３４４３

どんぐり動物病院 下里５−９−１５ ０４２・４７５・５５６２
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

ごみ・住環境

同運動のポスター

市n



民有地のハチ対策

　市では、個人の住宅や管理者が居
る集合住宅など、民有地にできたハ
チの巣の駆除は行っていません。ハ
チは、特に手入れ不足
の庭木などに多く巣づ
くりをしますので、手
入れを充分にしてくだ
さい。
■ハチの巣を取り除くとき
　アシナガバチは攻撃性が少ないの
で、薬局などでハチ専用の駆除スプ
レーを購入し駆除が可能です。スズ
メバチは凶暴で攻撃性が強いため専
門の駆除業者への依頼をお勧めしま
す。

■駆除業者の紹介
　市では協定を結んだ市内の駆除業
者を紹介します。
i駆除費用は自己負担です。依頼す
る場合は、複数の業者から見積もり
を取り、ご検討ください
l環境政策課生活環境係☎０４２・４７０
・７７５３

お知らせ

第 ３ 回下水道使用料等検討委員会

a ９ 月３０日㈬午後 １時半～ ４時半b
市役所 ７ 階７０４会議室c下水道使用
料体系の検討ほかj▼傍聴は可能で

すが、席に限りがござ
います。ご希望の方は、
直接会場へお越しくだ
さい▼詳細は市nをご
確認くださいl施設建
設課下水道計画担当☎０４２・４７０・
７７５８

８ 年度表彰式典

　市では、市の公益の増進に寄与し、
市民の生活と文化の向上に特に功労
のあった方を表彰します。
　今年は１０月 ４ 日㈰午後 １時半から
市民プラザホール（市役所 1階）で表

彰式典を開催し、表彰状を贈呈しま
す。表彰の内訳は次の通りです。
表彰の内訳▼産業功労＝ ３ 人▼技能
功労＝ 4 人▼保健衛生功労＝ ２ 人▼
社会福祉功労＝ ３ 人▼防災功労＝ ２
人と ２団体▼行政功労＝ ６ 人▼住民
自治功労＝ １ 人▼納税功労＝ １ 人▼
善行＝ ２ 人と １団体▼市民体育功労
＝ １ 人▼文化功労＝ ２ 人▼自治功労
＝ １ 人
j手話通訳ありl秘書広報課秘書係
☎０４２・４７０・７７１２

税務署総合窓口の 
受付時間が変わります

　１０月 １ 日㈭以降、全
ての税務署の総合窓口
における受付時間が原
則として午前 ９時～午
後 ３時に変更になりま
す。
　詳細は国税庁nをご確認ください。
l東村山税務署☎０４２・３９４・６８１１

市社会福祉協議会からのお知らせ

■無料法律相談
a①１０月１１日②１１月 ８ 日③１２月１３日、
いずれも日曜日午後 ２ 時から（ １ 組４０
分）b中央町地区センターc遺言、相
続、贈与、財産分与、成年後見・任意
後見制度利用、権利侵害、身上保護、
福祉サービスの苦情、その他権利擁護
に関する相談e市内在住で次のいずれ
かに当てはまる方と親族・関係者▼６５
歳以上の高齢者▼愛の手帳所持者また
はそれに準ずる方▼精神保健福祉手帳
所持者またはそれに準ずる方f各日先
着 4組d弁護士g無料kl①は ９月１５
日㈫～１０月 ７ 日㈬、②は１０月１５日㈭～
１１月 ４ 日㈬、③は１１月１６日㈪～１２月 ９
日㈬に電話で市社会福祉協議会相談支
援担当（成年後見制度推進機関）☎０４２
・４７９・０２９４へ
■成年後見制度無料専門相談
a①１０月２８日②１１月２５日、いずれも水
曜日午後 ２時から（ １組６０分）bわくわ
く健康プラザ ２階社協会議室c成年後
見制度や任意後見制度の手続き方法な
どに関する相談e市内在住の方および
福祉関係者f各日先着 ２組d①司法書
士②社会福祉士g無料kl相談日の 1
週間前までに電話で市社会福祉協議会
相談支援担当（成年後見制度推進機関）
☎０４２・４７９・０２９４へ
■ ８年度市民スタッフ養成講座
　市社会福祉協議会では災害発生時、
東久留米市との協定に基づき災害ボラ
ンティアセンターを設置・運営します。
一緒に同センターの運営を担う市民ス
タッフを養成する講座を開催します。
a全 ２回。１２月 ５ 日㈯午前１０時～正午
(オンデマンド受講も可・条件有)・１２
日㈯午前１０時～正午、午後 １時～ ３時
bわくわく健康プラザ社協会議室他e
心身ともに健康な２０歳以上で、全日程
に参加でき、講座修了後、災害ボラン
ティアセンターのスタッフとして登録
し、運営補助や広報活動を行う意思の
ある方　※他にも条件有。詳細はお問

い合わせください。f２０人d市防災防
犯課（ ５ 日のみ）、宮﨑賢哉氏（災害支
援・防災教育コーディネーター）kl
１１月２０日㈮までに申し込みフォーム、
m（v o l u n t e e r @
h i g a s h i k u r ume -
shakyo.or.jp）、o（０４２
・４７６・４５４５）または電
話（☎０４２・４７５・０７３９）
で市社会福祉協議会ボ
ランティアセンターへ

骨髄ドナー登録にご協力ください

　あなたの行動で助かる命があります。
a１０月１４日㈬午前１０時～１１時半、２６日
㈪午後 １時半～ ３時b多摩小平保健所
（小平市花小金井 １−３１−２４）c骨髄ド
ナー登録の説明、採血（採血量は約 ２
ミリリットル）e１８歳～５４歳(詳細は日
本骨髄バンクnをご覧ください)f各
日 ３人（予約制）kl ９ 月１８日㈮～１０月
７ 日㈬に電話で同保健所地域保健担当
☎０４２・４５０・３１１１へ

都立東久留米特別支援学校 
学校公開

a１０月１４日㈬午前１０時～午後 ０時１５分
（午前 ９ 時５０分から受け付け、見学は
１０時半～正午）b都立東久留米特別支
援学校（野火止 ２ − １
−１１）k ９ 月１１日㈮～
１０月 ２ 日㈮に同校へ申
し込み。申し込み方法
など詳細は同校nでl
同校☎０４２・４７７・０７６１

高齢者を事故から守ろう

　高齢者は、家の中に潜む危険によっ
て、命に関わる事故に
つながることがありま
す。大切な命を守るた
めに、本人だけではな
く身近にいる方で予防
しましょう。
■転倒対策
　日常生活事故における高齢者の救急
搬送のうち、 7割以上が転倒です。段
差のある場所に手すりや滑り止めを設
置しましょう。
■熱中症対策
　高齢者は暑さやのどの渇きを感じに
くいため、室温の管理、こまめな水分
補給が大切です。消防署では高齢者や
体の不自由な方に対して防火防災に関
するアドバイスを行う「住まいの防火
防災診断」を実施しています。お気軽
にご相談ください。
l東久留米消防署防災安全係☎０４２・
４７１・０１１９

官 公 署 だ よ り

市n

市n

国税庁n

申し込み
フォーム

同校n

東京消防庁n

会 員 募 集
◆セントポーリア音楽学院第九を歌う会
＝a木曜日午後 ６時半～ ９時半、日曜日
午後 ２時半～ 6時b東部地域センターg
会費月3,000円他j来年秋にベートーベ
ンの第九を歌う会。高校生以上参加可能。
受付 9 月17日・20日l中西☎090・2741
・7549
◆東久留米パソコン入門の会＝a月 3回。
火曜日午後 １時半～ ３時半b生涯学習セ
ンターg会費月1,000円jWordとExcel
を学ぶ。基本操作のできる方で、パソコ
ンを持参l渋沢☎080・1257・3857

催 し
◆映画会　TOKYOタクシー（東久留米・映
画上映実行委員会）＝a１０月 ８ 日㈭①午
前１０時半～午後 ０時１５分②午後 ２時～ ３
時４５分b生涯学習センターg１,０００円（小
学生以上）jタクシー運転手と老人が生
きてきた道を心を寄せてふたりで走るl
田苗☎042・475・1593
◆関定子リラの会メンバーズコンサート
（リラの会東久留米）＝a 9 月21日
午後 2時開演( 1 時半開場)b生涯学習セ

ンターホールg2,000円（80才以上・障が
い者無料）jオペラ歌手関定子、美空ひ
ばりの歌を歌う。メンバーによる「さく
ら貝の歌」童謡唱歌他l柴田☎090・8035
・1068
◆茶話会（聞こえに困っている人とサポ
ーターの会「ひよこ」）＝a 9 月30日㈬午
後 １時半b中央町地区センターg無料j
聞こえの困り事を話し合いましょう。文
字でのサポートがあるので安心l武内☎
090・9953・6155
◆大家好（皆様こんにちは）　高齢者向け
　中国語学習会（入門）（華語クラブ）＝a
１０月 ８ 日㈭午前１０時半～正午b生涯学習
センターg無料j中国語の発音、基本単
語と日常会話を学ぶl大山☎070・8335
・1963
◆第33回わくわく川掃除&川あそび（第
33回わくわく川掃除&川あそび実行委員
会）＝a 9 月27日㈰午前10時～午後 ４ 時
b小山れんげ公園g無料j午前中に黒目
川の河川清掃、午後は魚とりやタイヤボ
ート乗りなど、川あそびl豊福☎042・
475・7643
◆笑いヨガ（はじまりの家そら）＝a 9 月
19日㈯bはじまりの家そらg参加費５００
円j笑って身体を動かして呼吸法も教わ
りつつ日々の暮らしも元気に！l飯田☎
042・420・5040

市 民 伝 言 板

　資格と実績を持つ専門家が最大 ５回の伴走支援を実施し、人手
不足、売上向上、業務効率化など、幅広い課題にオーダーメイド
の支援を行います。

訪問場所申込人の事業所
c①事業の状況把握・ヒアリング
　②課題・業務の棚卸
　③課題解決策のご提案
　④実行・定着に向けた伴走支援
　⑤今後のロードマップのご提案
e市内に事業所を有する企業（個人事業
主も可）
f先着50社
i訪問時には経営者など役員の同席が必
要です
k１１月３０日㈪までに申し込みフォームで
l株式会社フォーバル☎0120・81・4086、
m（higashikurume@forval.co.jp）

申し込み
フォーム

市n

市内事業者の方市内事業者の方
“無料で”“無料で”伴走支援を伴走支援を
活用しませんか？活用しませんか？

5お知らせごみ・住環境 官公署だより


